























































































調査期間：2017 年 11 月～ 12 月
対象：保育所（園）に勤務する現職保育者 5名。
経験年数は 1年が 2名、6年、17 年、23 年がそ
れぞれ 1名であった（全て女性）。年齢は 20 代












































































































































































































































Q1. 学習への取り組み 4.4 0.6
Q2. 興味・関心 3.7 0.8
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